
42018.4

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」の
動
き
な
ど
を
学
ぶ

～
金
融
業
部
会
～

　

金
融
業
部
会
（
並
木
富
士
雄
部
会
長
）

は
３
月
５
日
、
参
加
者
27
名
で
「
地
域
経

済
活
性
化
に
寄
与
す
る
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の

活
用
」
を
テ
ー
マ
に
、
㈱
日
本
政
策
投
資

銀
行
産
業
調
査
部
調
査
役
の
石
村
尚
也
氏

を
講
師
に
迎
え
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」
は
、
金
融
（
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
）
と
技
術
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
を

組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
I
T
技
術
を
活

用
し
て
金
融
・
決
済
・
財
務
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
業
界
に
も
た
ら
さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
全
般
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。

　

石
村
氏
は
、「
金
融
機
関
は
店
舗
や

A
T
M
な
ど
で
顧
客
に
対
し
て
包
括
的
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
強
み
と
し

て
い
る
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
や

仮
想
通
貨
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
が

広
く
浸
透
す
る
よ
う
に
な
り
、
金
融
機
関

で
も
幅
広
く
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
整
備
し
て
い
く
動

き
が
起
き
て
い
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
・
Ａ
Ｉ
の
活
用
方
法
を
学
ぶ

～
工
業
部
会
～

　

工
業
部
会
（
渋
井
信
之
部
会
長
）
は
３

月
13
日
、
59
名
の
参
加
に
よ
り
、
千
葉
工

業
大
学
・
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
室
長
の
先
川
原
正
浩
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ａ
Ｉ
技
術
が
変
え
る
生

産
現
場
の
未
来
」
と
題
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

先
川
原
氏
は
平
成
14
年
頃
か
ら
の
事
例

映
像
等
を
交
え
、「
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ

ト
等
の
分
野
は
日
々
進
歩
し
て
お
り
、
５

年
で
常
識
が
変
わ
る
。
大
手
企
業
で
は
様
々

な
分
野
で
、
研
究
が
進
ん
で
い
る
」
と
説

明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
生

産
工
場
や
福
祉
医
療
、
災
害
現
場
な
ど
我
々

の
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
や
仕
事
に
お
い
て
も
、

労
働
力
の
代
わ
り
に
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ａ
Ｉ
を

活
用
す
る
動
き
が
ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
。

急
い
で
無
理
に
取
り
入
れ
よ
う
と
せ
ず
、

取
り
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
検
討
し
、
活

か
し
て
欲
し
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

新
潟
市
の
観
光
振
興
の
可
能
性
を
探
る

～
観
光
業
部
会
～

　

観
光
業
部
会
（
星
野
佳
人
部
会
長
）
は

３
月
19
日
に
出
席
者
26
名
で
部
会
を
開
催

し
、
人
事
異
動
に
よ
り
空
席
と
な
っ
て
い

た
副
部
会
長
に
、
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東
法
人
営

業
新
潟
支
店
長
の
山
田
周
氏
を
選
出
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
の
近
滋

男
氏
に
よ
る
「
新
潟
市
周
辺
の
観
光
振
興
の

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
～
観
光
の
概
念
を
変
え
る

と
見
え
て
く
る
新
潟
市
の
観
光
振
興
～
」
と

題
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

近
氏
は
「
新
潟
市
の
可
能
性
と
し
て
、

首
都
圏
の
宿
泊
施
設
が
パ
ン
ク
状
態
の
中

で
東
京
観
光
の
ベ
ー
ス
と
な
り
う
る
上
、

新
潟
県
内
に
も
外
国
人
観
光
客
を
ひ
き
つ

け
る
魅
力
が
多
い
の
で
、〝
暮
ら
す
よ
う
に

旅
す
る
〟
と
い
う
滞
在
型
ニ
ー
ズ
に
適
し

て
い
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
国
語
が
出
来
な
く
て
も
身
振

り
手
振
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
、
一
生
懸
命
に
対
応
し
よ
う

と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
心
の
こ
も
っ

た
お
も
て
な
し
が
口
コ
ミ
で
広
が
る
こ
と

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
増
え
て
く
る
と
示
唆

し
ま
し
た
。

税
制
改
正
説
明
会
を
開
催

～
企
業
経
営
委
員
会
・
商
業
部
会
～

　

企
業
経
営
委
員
会
（
佐
藤
紳
文
委
員
長
）

と
商
業
部
会
（
和
田
晋
弥
部
会
長
）
は
２

月
27
日
に
日
本
商
工
会
議
所
の
荒
井
恒
一

理
事
を
講
師
に
招
き
、
平
成
30
年
度
税
制

改
正
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
56
名
。

　

荒
井
理
事
は
、
全
国
の
商
工
会
議
所
が
長

年
に
わ
た
り
強
く
要
望
し
て
き
た
事
業
承
継

税
制
の
改
正
内
容
や
、中
小
企
業
の
賃
上
げ
・

生
産
性
向
上
の
た
め
の
税
制
措
置
等
に
つ
い

て
詳
し
く
解
説
し
ま
し
た
。

　

10
年
間
の
時
限
措
置
と
し
て
拡
充
さ
れ

た
事
業
承
継
税
制
は
①
承
継
の
対
象
株
式

数
の
上
限
撤
廃
②
雇
用
維
持
要
件
の
実
質

撤
廃
③
経
営
環
境
変
化
に
応
じ
た
減
免
制

度
の
創
設
④
後
継
者
３
人
ま
で
の
複
数
承

継
の
対
象
化
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
将
来

の
納
税
不
安
を
大
幅
に
軽
減
す
る
改
正
と

な
り
ま
し
た
。

　

企
業
経
営
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
内
容

を
踏
ま
え
て
議
論
を
深
め
、
平
成
31
年
度
の

要
望
を
と
り
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

フィンテックを解説する石村氏

ロボット・AI活用の重要性を学ぶ参加者
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会議所の き動
「FO

O
D

EX
 JA

P
A

N
 2

0
1

8

」を
視
察

�

～
国
際
貿
易
委
員
会
～

　

国
際
貿
易
委
員
会
（
髙
橋
和
郎
委
員
長
）

は
、
３
月
７
日
に
委
員
な
ど
８
名
で
海
外

輸
出
等
に
関
す
る
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
を
し
て
き
た

“
オ
ー
ル
新
潟
”
に
よ
る
県
産
品
の
共
同
輸

出
体
制
構
築
に
向
け
た
提
言
書
の
提
出
を

前
に
、
最
終
的
な
情
報
収
集
を
図
る
た
め

ア
ジ
ア
最
大
級
の
食
品
・
飲
料
ト
レ
ー
ド

シ
ョ
ー
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
F
O
O
D
E
X 

J
A
P
A
N 

2
0
1
8
（
於
：
幕
張
メ
ッ

セ
）』
の
（
公
財
）
新
潟
市
産
業
振
興
財
団

（
I
P
C
）
ブ
ー
ス
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

I
P
C
は
、今
回
で
23
回
目
の
出
展
で
、（
公

財
）
に
い
が
た
産
業
創
造
機
構
（
N
I
C
O
）

が
出
展
し
て
い
る
『
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
（
同
会
場
）』
と
棲

み
分
け
を
し
て
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
他
県
で
は
県
と
市
、
そ
し
て
関

係
団
体
等
が
一
体
と
な
っ
て
出
展
し
て
お

り
、
新
潟
も
積
極
的
な
“
オ
ー
ル
新
潟
”

体
制
で
の
取
組
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、『
千
葉
ブ
ラ
ン
ド
農
水
産
物
・

食
品
輸
出
協
議
会
（
事
務
局
：
ジ
ェ
ト
ロ

千
葉
／
会
員
数
45
社
）』
に
伺
い
、「
29
年

度
の
会
員
企
業
輸
出
額
は
約
80
億
円
で
、

年
々
増
加
し
て
い
る
」
な
ど
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

新
た
な
規
制
緩
和
策
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

�

～
政
策
委
員
会
～

　

政
策
委
員
会
（
曽
山
稔
委
員
長
）
は
、

３
月
13
日
に
16
名
の
出
席
で
、
新
潟
市
農

林
水
産
部
の
樋
口
健
志
特
区
・
食
文
化
担

当
部
長
か
ら
「
国
家
戦
略
特
区
に
お
け
る

新
た
な
規
制
緩
和
策
」
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

樋
口
部
長
は
、「
新
潟
市
を
含
め
10
の
区

域
が
特
区
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
新
潟
市

は
農
業
関
連
だ
け
で
な
く
、
他
の
区
域
で

認
可
さ
れ
た
規
制
緩
和
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
新
た
な
規
制
緩
和
策
が

あ
れ
ば
提
案
し
て
欲
し
い
」
と
説
明
し
ま

し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
他
の
特
区
の
規
制
緩
和

が
活
用
で
き
る
こ
と
を
も
っ
と
周
知
し
た

方
が
よ
い
」、「
規
制
緩
和
の
組
み
合
わ
せ

で
可
能
と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
例
示

な
ど
が
あ
る
と
創
業
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
委
員
会
で
現
在
検
討
し
て

い
る
『
人
口
減
少
の
中
で
選
ば
れ
る
都
市

の
将
来
像
（
未
来
図
）』
に
つ
い
て
、
ま
ち

づ
く
り
や
住
環
境
、
交
通
の
観
点
で
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

通
常
議
員
総
会
の
上
程
議
案
を
審
議

～
総
務
委
員
会
～

　

各
部
会
・
委
員
会
の
部
会
長
、
委
員
長
で

構
成
す
る
総
務
委
員
会（
富
山
修
一
委
員
長
）

を
、
３
月
16
日
、
15
名
の
出
席
で
開
催
し
ま

し
た
。
委
員
会
で
は
、
通
常
議
員
総
会
に
上

程
す
る
「
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並

び
に
平
成
30
年
度
収
支
予
算
（
案
）」
に
つ

い
て
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
、
29
年
度
の
会
員
増

強
運
動
に
つ
い
て
、
13
年
連
続
で
新
規
加
入

件
数
２
０
０
件
超
を
達
成
し
た
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。

観
光
振
興
に
関
す
る
提
言
書
に
つ
い
て

意
見
交
換　
　

～
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
～

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
阿
部
正
喜
委
員

長
）
は
、３
月
23
日
に
15
名
の
出
席
に
よ
り
、

本
年
度
第
４
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
今
年
度
の
委
員
会
で
議
論
を
続

け
て
き
た
「
観
光
振
興
に
関
す
る
提
言
書
」

に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
新
潟
支
店
の
山

本
委
員
ら
か
ら
博
多
や
熊
本
の
事
例
報
告
を

受
け
た
後
、
事
務
局
が
提
示
・
説
明
し
た
原

案
を
基
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
委
員
か
ら
は
、「
ど
の
よ
う
に

も
て
な
す
か
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
に

呼
び
込
む
か
を
先
に
考
え
る
必
要
が
あ

る
」、「
観
光
に
関
す
る
大
小
様
々
な
組
織

が
乱
立
し
て
お
り
、
一
度
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
」、「
新
潟
駅
新
駅
舎
内
の
観
光
案

内
所
に
つ
い
て
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
提

言
し
た
い
」、「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
い
う
た

め
に
は
も
っ
と
特
別
な
内
容
が
必
要
」
な

ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
い
と
し
げ
ト
ー
ク
」
を
開
催
！～

女
性
会
～

　

新
潟
商
工
会
議
所
女
性
会
（
田
中
久
美

子
会
長
）
は
、
３
月
15
日
に
今
年
度
三
回

目
と
な
る
「
い
と
し
げ
ト
ー
ク
」
を
参
加

者
22
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
女
性
会
会
員
で
フ
ク
ダ
ハ
ウ

ジ
ン
グ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
の
木
津
広
美

さ
ん
が
「
日
本
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
も

学
ぶ
『
伝
え
る
』
技
術
」
と
題
し
て
講
話

し
ま
し
た
。

　

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
元
日
本
代
表
と

い
う
ア
ス
リ
ー
ト
の
経
歴
を
持
ち
、
教
育

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
認
定
講
師

で
も
あ
る
木
津
さ
ん
は
、
人
を
育
て
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
か
せ
な
い
信
頼

関
係
を
築
く
方
法
や
合
理
的
で
伝
わ
り
や

す
い
説
明
を
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
熱
く
語
り
ま
し
た
。

（公財）新潟市産業振興財団（新潟IPC財団）出展ブース


